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Abstract: One hundred species of fossil benthic foraminifera from 5 sediment samples of the lower part of the 
Kokubu Group distributed in Aira area, are identified. More than 50% of them are living in the recent Kagoshima 
Bay. The sedimentary environments of the lower part of the Kokubu Group may be quite similar to recent Kagoshima 
Bay. Wakimoto sampling point is located in the mountain area about 200 meters above sea level. On the other hand, 
Funatsu and Sumiyoshi sampling points are located in the hill about 45 and 30 meters above sea level. The Shigetomi 
fault runs at boundary of the both areas along Omoi river. During last about 0.6 Ma., the south side of the fault was 
elevated about 300 meters in consideration of the paleo-depth of Wakimoto sample, and the north side of the fault 
was elevated about 200 meters in consideration of the paleo-depth of Funatsu sample. 
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１. まえがき

鹿児島湾奥部沿岸地域には海成層の国分層群が広く分布する。国分層群の化石は, 大塚・西井上

（1980）, 西井上（1984）が植物化石, ウニ化石, 貝化石, 魚類化石, 昆虫化石, 西井上・大塚（1982）

が花粉化石, 長谷（1988）が植物化石について報告している。しかし, 国分層群から産する貝化石の

ほとんどは殻が溶け去っていることから同定が難しく, 各層準の化石による古環境に関する記述が少

ない。有孔虫化石に関する報告はなく, 姶良市で行われた深層ボーリングについて福留ほか（1988）

が報告しているのみである。 

 今回, 福留ほか（1988）の深層ボーリング試料２点を含め, 有孔虫殻が残っていた姶良市の脇元白

銀坂, 船津春花, 住吉の３ヶ所から採取した試料の有孔虫化石群集について調べ, 当時の古環境と, 

これらの層準から推定されるこの地域の構造運動について考察した。 

２. 姶良地域に分布する国分層群

鹿児島市最北部を含む姶良地域の第四系は, 大きく３つの時期に分けられる。約 250〜180 万年前の

湖成層および火山岩類, 約 100〜40 万年前の海成層, 火山岩類および火砕流堆積物, 約 33 万年前以

降の湖成層, 火山岩類および火砕流堆積物の３つである（図１）。これらの第四系については, 大木

（2010）が詳しく報告しているので, ここでは底生有孔虫化石について調べた約 100〜40 万年前の海

成層である国分層群について, その後にわかったことを含めて概略を述べる。 

鹿児島湾奥部沿岸地域には海成層の国分層群が広く分布する。伊田ほか（1950）が国分層群と命名し
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て以来, これまでに多くの研究者によって調査研究が行われてきた。国分層群の基本的な層序は, 大

塚・西井上（1980）によって報告され, 下位より加治木層・鍋倉火砕流・蒲生層・小田火砕流・隼人層

に区分された。その後, 佐藤ほか（2000）は蒲生層の中部に角閃石で特徴づけられる火砕流堆積物を

認め, 桑の丸軽石凝灰岩部層（以後, 火砕流）と命名した。大木ほか（2000）は, この桑の丸火砕流

を鹿児島市の甲突川沿いに分布する下門火砕流（大木・早坂, 1970）に対比できると報告している。こ

の火砕流堆積物は, 香川・大塚（2000）によって吉田寺火砕流堆積物の地層名で報告されているが, 隼

人層に挟在するとしている。最終的に, 佐藤（2011）は, 小林火砕流に対比される本城火砕流を含め, 

桑の丸（下門）火砕流と本城（小林）火砕流が蒲生層に挟在し, その上位に小田火砕流が存在すると報

告した。この層位関係は, 古澤ほか（2018）によって報告された, 鹿児島市永田川河口近くで掘削さ

れたボーリングコアの, 下位より樋脇（下門）火砕流（＝桑の丸火砕流）, 小林火砕流（＝本城火砕

流）, 下門 U火砕流, 小田火砕流の層序と矛盾しない。 

 中野・大木（2013）は, 小田火砕流を覆う隼人層の最上部を占める麓凝灰岩部層について詳細に調

べ, 部層中の白色凝灰岩の最上部に生痕（巣穴）化石が認められ, 上位の砂礫層と整合関係にあるこ

とを報告した。その後の調査で, この砂礫層はこれまでに不整合関係で累重すると考えられていた吉

田貝層最下部の砂礫層であることがわかり, 両者は整合関係であることが明らかになった。 

以上のことから, 国分層群は下位から加治木層・鍋倉火砕流・蒲生層下部・桑の丸（樋脇：下門）火

図１ 姶良地域の地質（⼤⽊原図：⼤塚・⻄井上, 1980, 佐藤ほか, 2000；中野・⼤⽊, 2013；⼤⽊研究室に
所属した学⽣の卒論および 1970 年代に⾏った⼤⽊の調査資料による）
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砕流・蒲生層中部・本城（小林）火砕流・蒲生層上部・小田火砕流・隼人層（麓凝灰岩部層）・吉田貝

層が累重していることになる。下部の加治木層, 鍋倉火砕流には湯湾岳安山岩が貫入している。周藤

ほか（2000a；2000b）は, 湯湾岳安山岩から, 0.87±0.007 Ma（片子山）, 0.67±0.10 Ma（城）, 0.50

±0.06 Ma（湯湾岳）の K-Ar 年代測定値を報告している。 

 国分層群から, 植物化石, 花粉化石, 貝化石, 魚類化石, ウニ化石, 昆虫化石などが報告されてい

る。しかし, 示相化石である貝化石の殻が, 後述の国分層群初期の堆積物を除いて, すべて溶け去っ

ている。この理由として, これらの層には上述のように複数の火砕流堆積物が挟在し, 全体的に火山

性砕屑物を多く含むことが影響している可能性がある。今後, 堆積物の詳細な分析を行う必要がある。

殻の溶け去っていない貝化石は, これまでに脇元白銀坂, 船津春花, 住吉, 丸岡の４地点から採取さ

れたが, いずれも国分層群加治木層（脇元は加治木層〜蒲生層下部）の層準からである。 

３. 試料と分析方法

今回, 取り扱った試料は次の４地点から得られた（図２）。

地点１）姶良市脇元白銀坂, 海抜約 200 m の旧街道（薩摩藩主要街道の大口筋）沿いの極細粒砂層 

（Wakimoto sample） 

地点２）姶良市船津春花集落西方約 1 km, 海抜約 45 m の沢沿いのシルト層（Funatsu sample） 

地点３）姶良市住吉の住吉池東方約 400 m, 海抜約 30 m の道路沿いのシルト層（Sumiyoshi sample） 

地点４）鹿児島厚生年金健康福祉センター「サンピアあいら」（現ウェルビークラブ） 

試錐試料 S-36：掘削深度 700 m のシルト層 

試錐試料 S-38：掘削深度 720 m のシルト層 

今回, 報告できなかったが, 丸岡の試料（図２の地点５）は宇曽ノ木川河岸から得られた。 

 約 250〜180 万年前の湖成層を不整合関係で覆う, 

脇元白銀坂（地点１）の貝化石を含む地層は海抜 200 

m 付近に分布し, 西方へ惣林嶽, 赤崩, 天ヶ鼻の山

体の北壁に沿って海抜 200〜250 m 付近に追うことが

できる。白銀坂を除けば殻は溶けているが, 二枚貝, 

巻貝, ウニなどの化石を産する。周藤ほか（2000b）

は, 平松〜脇元地域において, この貝化石を産する

地層が平松安山岩, 白浜玄武岩の下位に存在するこ

とから, これらの地層の重なりが観察される鹿児島

市北部の竜ヶ水に分布する三船層（大木・早坂, 

1970）に対比した。周藤ほか（2000b）は, 平松安山

岩から 0.48±0.03 Ma, 白浜玄武岩から 0.48±0.03 

Ma, 0.53±0.07 Ma の K-Ar 年代測定値を報告してい

る。竜ヶ水の三船層に挟在する火砕流堆積物は, 町

田・新井（2011）によって約 57〜58万年前の樋脇（下

門）火砕流に対比されている。これらのことを考え合

わせると, 白銀坂から得られた貝化石層は国分層群

蒲生層下部より古い層準になる。ちなみに三船層よ

り下位の三船流紋岩から0.80±0.02 Ma, 竜ヶ水安山岩から0.74±0.03 Ma, 牟礼ヶ岡安山岩から0.68

±0.21 Ma の K-Ar 年代測定値（周藤ほか, 2000b）が報告されているが, 三船流紋岩と竜ヶ水安山岩は

逆磁極を示すことから 77.3万年より古い可能性がある。 

船津春花（地点２）, 住吉（地点３）の貝化石を含む層は, いずれも加治木層である。 

 鹿児島厚生年金健康福祉センター「サンピアあいら」の試錐試料は, 秋田大学鉱山学部（当時）の福

留高明氏から寄贈されたものである。福留ほか（1988）は, 掘削深度 689〜725 mに挟在するシルト岩

について微化石処理を行い, 花粉・胞子化石フローラが西井上・大塚（1982）の国分層群の花粉化石に

図２ 底⽣有孔⾍化⽯試料採取地点（姶良市
作成の地形図を使⽤）
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一致することから, 国分層群に対比できると報告した。さらに, このシルト岩を覆う火砕流堆積物の

岩質が湯湾岳安山岩に類似するとしていることから, シルト岩は加治木層と考えられる。福留ほか

（1988）は有孔虫化石についても報告しているが, 総個体数が 100 個体以下であることから, 寄贈さ

れた試料（シルト岩）から改めて有孔虫化石を拾い出した。 

 各試料はローラーミルで粉砕し, 細粒になった試料を蒸発皿に移して煮沸し軟化させた。その後, 

200 メッシュの篩を通して泥を洗い流した試料を恒温乾燥器で乾燥させた。乾燥試料は簡易分割器を

用いて分割し, 双眼実体顕微鏡下で 200 個体を超える分割試料についてすべて拾い出した。 

４. 底生有孔虫群集解析結果

底生有孔虫化石は抽出処理を行った５試料から 53属 100 種が産出した（表１; -：１％以下）。膠着

質殻有孔虫は見つからなかった。表１に総個体数に対する割合を示し, 参考までに福留ほか（1988）

の報告した個体数を割合で示した。各試料の同定できた種数は, 脇元白銀坂の試料が29種, 船津春花

が 29種, 住吉が 21種, 試錐試料 S-36 が 39 種, 試錐試料 S-38 が 31 種であった。 

 １）脇元白銀坂の群集は Cibicides 属, Elphidium属で特徴づけられ, Cibicides 属が全群集の 54 %

を, Elphidium 属は 7種が認められて全群集の 17 %を占める。優勢種として Cibicides cf. refulgens

が 33.8 %を占め, 次いで Elphidium fax barbarense が 8.2 %, C. lobatulus が 5.8 %, Cibicidoides 

cf. pseudoungerianus が 4.6 %であった。浮遊性有孔虫の割合は 36.6 %でもっとも高い値を示した。 

 ２）船津春花の群集は Bulimina 属で特徴づけられ, 全群集の 55 %を占めている。優勢種は Bulimina 

spinosa が 35.0 %でもっとも多く, 次いで B. marginata が 20.0 %, Globocassidulina depressa が

14.1 %, Hopkinsina glabra が 8.9 % であった。浮遊性有孔虫の割合は 26.0 %の高い値を示した。 

 ３）住吉の群集は種数が 5試料中もっとも少なく 21種が確認された。優勢種は Cibicides lobatulus

が 24.3 %, Melonis nicobarense が 12.8 %, Elphidium advenum が 9.3 %で, これらの 3種で全体の

半分近くを占めている。やや優勢な種としてDiscorbis sp. 1 が 7.3 %, Discorbinella convexa が

6.7 %であった。浮遊性有孔虫の割合は 2.8 %と, 試料中もっとも低かった。 

 ４）試錐試料 S-36（掘削深度 700 m）の群集は種数が 39種ともっとも多く, 産出頻度の突出した種

はいない。属の中では Cibicides 属が多く, 全群集の16.7 %を占めている。優勢種としてCibicides 

cf. refulgens が 11.3 %, C. lobatulus が 5.4 %, 次いで Bulimina marginata と Astrononion sp. が

4.9 %であった。浮遊性有孔虫の割合は 7.3 %であった。 

 ５）試錐試料 S-38（掘削深度 720 m）の群集も産出頻度の突出した種はいない。優勢種として Ammonia 

ketienziensis angulata が 12.4 %を占め, 次いで Cibicides cf. refulgens が 6.9 %, Bolivina 

robusta と Neoconorbina stachi が 5.6 %, Bulimina marginata が 4.9 %であった。浮遊性有孔虫の割

合は 18.8 %とやや高い値を示した。 

５. 考察

ここでは底生有孔虫化石群集から推定される国分層群初期の堆積環境, 海成層の分布から推定され

る鹿児島湾奥部沿岸地域の構造運動に分けて考察する。 

a) 底生有孔虫化石群集から推定される国分層群初期の堆積環境

今回, 底生有孔虫化石を拾い出した地層は, 船津春花, 住吉の２地点が国分層群最下部の加治木層,

脇元白銀坂が加治木層あるいは蒲生層下部と考えられる。また, 別府川河口近くで掘削されたボーリ

ング試料も, 湯湾岳安山岩に岩質が類似する火砕流堆積物の存在（福留ほか, 1988）から加治木層の

可能性が高い。本論では, 底生有孔虫化石を調べた試料を国分層群初期の地層として取り扱う。

 Oki（1989）は鹿児島湾の 86 地点の底質に含まれる底生有孔虫の群集解析を行なった。国分層群初

期の試料に含まれる100種の底生有孔虫化石の中で, 半数以上の58種が現在の鹿児島湾に生息してい 
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ずれかの試料において 1 %以上の産出頻度を持つ種の鹿児島湾における生息深度を 
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る。その中で, いずれかの試料において 1 %以上の産出頻度を持つ種の鹿児島湾における生息深度を

表２に示す。なお, この表には Oki（1989）の報告した, これらの種の日本近海の生息深度も示した。

ここでは, おもに生体殻の生息深度にもとづいて国分層群初期の５試料の堆積環境を考察するが, 化

石群集は生息海域から深い海底へ運搬され堆積した個体を含むことを考慮する必要がある。 

 Oki（1989）は鹿児島湾の底生有孔虫群集を, 性質の異なる水塊によって生じる７つの環境下に対応

して, ５つの有孔虫群集にまとめられることを報告した。その１つは膠着質殻有孔虫のみから構成さ

れる群集で, 湾奥部の南西部を除く, 海底火山性噴気活動による酸性水塊が発達する海域である。し

たがって湾奥部の石灰質殻有孔虫については, 南西部海域のみを対象とする。なお, 鹿児島湾は湾奥

部, 湾中央部, 湾口部（外洋を含む）に分けられているが, それらの３つの海域すべてに分布が確認

された場合は全海域と表記する。また, 鹿児島湾には水深 200 m を超える海盆が湾中央部に存在し, 

地形的に沿岸浅海域, 斜面, 海盆に分けて表記する。 

１）脇元白銀坂の試料において, 産出頻度が 1 %以上を占める 14種の中で鹿児島湾に生息する種は

10 種である。湾中央部の流れの強い沿岸浅海域および湾口部から外洋にかけて分布する Cibicides 

lobatulus の生体殻は水深 42〜106 m から確認され, 日本周辺海域では水深 10〜115 mから報告され

ている。Cibicidoides pseudoungerianus は湾の外洋水が流入する湾口部において優勢で, 生体殻は

水深 66〜155 m で確認されている。湾中央部沿岸浅海域から湾口部, 外洋にかけて分布するElphidium 

depressulum の生体殻は水深 40 m, おもに湾中央部から湾口部に至る薩摩半島に沿って分布する E. 

jenseni の生体殻は水深 39 m で確認されている。そのほかの種として Bolivina robusta が全海域に

分布し, 生体殻は水深 28〜170 m で確認されている。以上のことから, 脇元白銀坂の地層の堆積環境

は, 沿岸浅海域の, 外洋水の影響を受ける海域に堆積したと推定される。 

２）船津春花の試料では, 産出頻度が 1 %以上を占める 8 種の中で鹿児島湾に生息する種は 6 種で

ある。試料において全群集の 55 %を占める Bulimina spinosa と B. marginata は, 湾中央部の海盆底

を代表する種である。B. spinosaは湾奥部と湾中央部の深い海底に分布し, 生体殻は水深 95〜220 m

で確認されている。日本周辺海域でもほぼ同じ, 水深 49〜212 m から生体殻が報告されている。B. 

marginata は, 湾のほぼ全海域の 73 地点で認められ, 鹿児島湾の斜面から海盆を特徴づける種であ

る。生体殻は水深 28〜225 m で認められ, 日本周辺海域では水深 30〜665 m から報告されている。次

に優勢な Globocassidulina depressa は湾中央部と湾口部に分布し, 生体殻は水深 60〜185 m で認め

られている。さらに Hopkinsina glabra はおもに湾中央部に分布し, 生体殻は水深 28〜150 m で認め

られている。以上のことから, 船津春花の加治木層の堆積環境は, 水深 100 m を超える斜面から海盆

底であったと考えられる。 

 ３）住吉の試料では, 産出頻度が1 %以上を占める11種の中で鹿児島湾に生息する種は8種である。

最優勢種である Cibicides lobatulus は, すでに述べたように, 生体殻は湾のほぼ全海域の水深 42〜

106 m で確認され, 日本周辺海域では水深 10〜115 mから報告されている。Melonis nicobarense は, 

鹿児島湾では確認されていないが, 沖縄県の石垣島と西表島間のサンゴ礁海域から報告されている

（Hatta and Ujiie, 1992）。Elphidium advenum は湾中央部の沿岸近く, および湾口部で産出頻度が

高く, 生体殻は水深 36〜150 m で確認され, 日本周辺海域では水深 5〜235 m から報告されている。さ

らに Discorbinella convexa がほぼ全海域から産出し, 生体殻は水深 42〜105 m で確認され, 日本周

辺海域では水深 72〜232 m から報告されている。産出頻度は 1.6 %と低いが Ammonia ketienziensis 

angulata の生体殻が水深 40〜80 m で, Reussella aculeata の生体殻が水深42〜74 mで確認されてい

る。以上のことから, 住吉の加治木層の堆積環境は水深 100 m より浅い沿岸浅海域であったと考えら

れる。 

４）試錐試料 S-36 では, 産出頻度が 1 %以上を占める 15種の中で鹿児島湾に生息する種は 7 種で

ある。優勢なCibicides lobatulus の生体殻は, すでに述べたように, 湾のほぼ全海域の水深 42〜106 

m で確認され, 日本周辺海域では水深10〜115 m から報告されている。Bulimina marginata もすでに

述べたが, 斜面から海盆底において産出頻度が高く, 生体殻は水深 28〜225 m で認められている。そ

のほか, 湾中央部の沿岸浅海域, 湾口部で産出頻度の高い Neoconorbina stachi の生体殻は水深 20〜

Rep.Fac.sci.,KagoshimaUniv., 
No.54,pp.25-34(2021)

－ 31 －



　大木公彦　他 

101 m, 日本周辺海域では水深 12.5〜72 m から, 湾全域に分布する Pseudononion grateloupi の生体

殻は水深 28〜220 m, 日本周辺海域では水深 9〜875 mから, 湾中央部の沿岸浅海域, 湾口部で産出頻

度の高い Bolivina robusta の生体殻は水深 28〜170 m, 日本周辺海域では水深 30〜408 m から, 湾中

央部の沿岸浅海域, 湾口部から外洋にかけて産出頻度の高い Discorbis mira の生体殻は水深 20〜213 

m から報告されている。ちなみに D. mira は, 鹿児島湾でまとめられた５つの底生有孔虫群集の, 外

洋水の影響下にあるグループとして報告されている。以上のことから, 試錐試料 S-36 の堆積環境は外

洋水の影響が比較的強い沿岸浅海域からやや沖合の深い場所であったと考えられる。 

５）試錐試料 S-38では, 産出頻度が 1 %以上を占める 18種の中で鹿児島湾に生息する種は 13種に

も及ぶ。最優勢種の Ammonia ketienziensis angulataは湾中央部の沿岸浅海域, 湾口部で産出頻度が

高く, 生体殻は水深 40〜80 m で確認され, 日本周辺海域では水深 56〜118 mから報告されている。

Bolivina robusta, Neoconorbina stachi, Bulimina marginata, Cibicides lobatulus, Globo-

cassidulina depressa の生体殻の分布範囲はすでに述べた。湾中央部南半部, 湾口部から外洋にかけ

て分布する Discorbis candeiana は, 生体殻が外洋の水深 155 m で確認されている。これらのことか

ら, 試錐試料 S-38 の試料は外洋水の影響下にある沿岸浅海域の堆積環境であったと考えられる。 

 今回, 有孔虫を拾い出した５試料から得られた底生有孔虫化石群集の半数以上の種が現在の鹿児島

湾に生息していること, それらの生体殻の生息深度を考え合わせると, 船津春花の試料がやや深い堆

積環境であることを除けば, 脇元白銀坂, 住吉, 試錐試料の４試料は, やや浅い沿岸浅海域の堆積環

境であったと考えられる。一方で, 浮遊性有孔虫の割合は 36.6〜2.8 %の範囲であったが, 国分層群

初期の堆積盆の形態や外洋水の流入経路などがわからないことから, これらの値から各試料が堆積し

た当時の環境を推定することはできない。 

b) 国分層群初期の堆積層から推定される湾奥部沿岸地域の構造運動

活断層研究会（1980）が出版した「日本の活断層」の中で, 大木は吉野台地北部の牟礼ヶ岡・赤崩

山塊と姶良の平野・丘陵地との境界に西北西〜東南東方向の重富断層を報告している。断層の運動に

触れていないが, 大木ほか（1990）は, この断層の南側に広がる牟礼ヶ岡・赤崩山塊の火成活動の時

期に鹿児島市中央部が沈降する傾動運動の存在を指摘している。さらに大木（2020）は, 重富断層が

重富から川内川河口へ直線的に延びる断層の一部で, この断層に沿う南側の山体が隆起したと報告し

た（図３）。ちなみに姶良地域の最下部

を占める約 250〜180万年前の湖成層も

隆起して, この東西方向に延びる山体の

高所に分布している。重富断層を生じさ

せた牟礼ヶ岡・赤崩山塊の隆起は, これ

らの火山岩を覆う海成層の花倉層・吉野

火砕流の分布状態から裏づけられ, 花倉

層を挟んで上下に位置する下門火砕流と

吉野火砕流の年代から約 58〜50 万年前

から始まったと推定される。さらに断層

より南側に分布する国分層群最上部の, 

約 40 万年前に堆積した吉田貝層が海抜

50〜60 m に分布することから, この隆

起はその後も継続したと考えられる。 

一方, 大木・岡田（1997）は, 加久藤

火砕流堆積後の最終間氷期には鹿児島市

地域が海域（城山層）であるのに対し, 霧島市の国分から福山に至る地域には河川〜湖沼が広がって

いたこと, 福山に分布する湖沼堆積物に西から東へ滑ったスランプ構造と, これらの堆積物に西方か

ら飛んできて斜めに突き刺さったブロックサグ構造が認められることから, 現在の湾奥部には山体が

存在していたと報告した。このことは, 阿多火砕流が国分平野地域に堆積した時期に, 国分地域の南

図３ 薩摩半島北部の地形（斜線は 200 m 以上の⼭体）と
   推定断層（⽮印の間）, 試料の位置
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方に北西—南東に走る顕著な地形的障害が存在していた可能性を示唆した荒牧（1969）の報告とも一

致する。さらに, 吉野台地の東縁部に分布する寺山玄武岩（大木・早坂, 1970）が東から西へ流れ下

ったことからも支持される。ちなみに鶴丸ほか（2017）は, 国分平野に分布する加久藤火砕流堆積後

から入戸火砕流堆積までの３層準の湖沼堆積物について珪藻化石を調べ, これらの堆積物が河川の中

流・下流域から湖沼の堆積環境下で堆積したと報告している。以上のことから, 重富断層の南側の隆

起した山体が東へ続いており, 少なくとも加久藤火砕流が噴出した約 33万年前以降には, 山体の北

側にあたる現在の姶良地域から国分地域にかけて湖沼が広がっていたと推定される。この山体は約

29,000 年前に姶良カルデラを形成させた噴火によって陥没し, 現在の海域になったと考えられる。 

 今回, 底生有孔虫化石群集を解析した国分層群初期の５試料の堆積環境は, 現在の鹿児島湾と同様

な内湾で, 外洋水の影響下にある 200 m より浅い海域であったと推定される。重富断層の南側に位置

し, 海抜 200 m 付近に分布する脇元白銀坂の地層は, 外洋水の影響下にある沿岸に近い水深100 m ほ

どの海底に堆積したと考えられることから, 重富断層を境にして南側が過去 60万年間に 300 m ほど

隆起した（5 cm/100yrs）ことになる。一方, 船津春花の地層は水深 150 m 前後の斜面から海盆の海

底に堆積したと推定されることから, 過去 60万年間に 200 m ほど隆起した（3.3 cm/100yrs）ことに

なり, 脇元白銀坂と船津春花の間に位置する重富断層の相対的変位量は 100 m ほどになる。 

 「サンピアあいら（現ウェルビークラブ）；海抜 4 m」の試錐試料は, 掘削深度 700 m 前後の２層準

から得られている。底生有孔虫群集から上位の試料（S-36）の堆積した水深がやや深く, 下位（S-

38）の方が浅いと考えられるが大きく水深が異なることはなく, いずれも水深 100 m 前後の海底に堆

積したと考えて良い。このことから掘削地点は, 少なくとも地下 600 m 前後に当時の海水面があった

と推定される。福留ほか（1988）は, 鹿児島地溝内の基盤岩の落ち込みについて論述し, この掘削地

点が鹿児島地溝の西縁部に位置し, おそらく地溝の落ち込みによって深度 700 m 前後に海成層が存在

していると考えた。しかし福留ほか（1988）の示した鹿児島地溝の西縁を挟んで, 姶良地域に分布す

る国分層群に東側が落ちた証拠は認められない（図１）。鹿児島地溝の西縁で行われた掘削は鹿児島

県（1999）の報告がある。古澤ほか（2018）は, この鹿児島市谷山の永田川河口付近の掘削で得られ

たコア試料について火山ガラスの主成分および微量元素組成を調べ, 挟在する火砕流堆積物の識別を

行なった。その結果, 国分層群の上半部に相当する堆積層（鹿児島市の三船層・花倉層に相当）が,

地下 90 m から 265 m付近に存在することが明らかになった（加久藤火砕流より下位；樋脇（下門）

火砕流の上位）が, これより下位の国分層群初期に相当する地層まで掘削が達していない。陸域に分

布する加治木層より下位の地層が, それ以前の構造運動によって陥没した可能性も否定できないが,

その解明は今後の重要な課題の一つである。

６. まとめ

今回, 底生有孔虫化石を拾い出した５試料から, 以下のことが明らかになった。

１）底生有孔虫化石を拾い出した５試料は国分層群初期の堆積物と考えられ, 底生有孔虫化石 53属

100 種が同定された。今回, 同定された種の半数以上にあたる 58種が現在の鹿児島湾に生息しており, 

各試料が堆積した海洋環境はやや異なるが, 大きく捉えると現在の鹿児島湾の堆積環境の範囲内に収

まると考えられる。 

２）脇元白銀坂（地点１）はCibicides 属が全群集の 54 %を, Elphidium 属が 17 %を占めることな

どから, 沿岸浅海域の外洋水の影響を受ける堆積環境；船津春花（地点２）は Bulimina 属が全群集の

55 %を占めることなどから, 比較的深い斜面から海盆底の堆積環境；住吉（地点３）は Cibicides 

lobatulus, Melonis nicobarense, Elphidium advenum の 3種で群集の半分近くを占めることなどか

ら, 沿岸浅海域の堆積環境；試錐試料 S-36（地点４）は産出頻度の突出した種がなく, Cibicides 属

が全群集の 16.7 %を占めることなどから, 外洋水の影響がおよぶ沿岸浅海域からやや沖合の深い堆積

環境；さらに試錐試料 S-38（地点４）も産出頻度の突出した種がなく, 優勢種として Ammonia 

ketienziensis angulata が 12.4 %を占めることなどから, 外洋水の影響下にある沿岸浅海域の堆積環

境であったと考えられる。 
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３）重富断層を挟んで南側の海抜 200 m に位置する脇元白銀坂（地点１）は, 底生有孔虫化石群集

から推定される堆積環境を考慮すると, 過去 60万年間に 300 m ほど隆起したと考えられる。一方, 

断層より北側の海抜約 45 mに位置する船津春花（地点２）は, 底生有孔虫化石群集から推定される

堆積環境を考慮すると, 過去 60万年間に 200 m ほど隆起したと考えられる。したがって断層を挟む

両地点の相対的変位量は 100 m ほどになる。 

 ４）「サンピアあいら（現ウェルビークラブ）」の試錐試料（国分層群下部）は深度700 m 前後から

採取され, 鹿児島地溝内の落ち込みが想定されていたが, この地溝西縁の延長上に分布する国分層群

にはその証拠は認められない。国分層群が堆積し始めた最初期の構造運動の可能性もあるが, 結論は

今後の研究を待ちたい。 
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